
いつ生じたかわからない主観的な
脳活動を捉える解析技術	


●背景と目的	


●開発手法の特長	


●今後の予定	


脳情報通信総合研究所	

脳情報解析研究所	


認知や判断などの内的な脳活動
は、生じたタイミングが不明なた
め、捉えることが困難です。本研
究では、こうした内的な脳活動を
捉える解析技術を開発すること
を目的としました。 

脳波や脳磁図から、出現したタイミングが不明な時間パターンを推定できます。 
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開発手法の概要	
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Go/NoGo課題中の脳磁図から抽出された
内的な脳活動	
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運動の意図に関連した脳活動を抽出する
ことで、ブレイン-マシン インタフェースの
高精度化を図ります。 

連絡先：脳情報解析研究所　担当　武田祐輔　Ｅ-Ｍａｉl：takeda＠atr.jp 
本研究は情報通信研究機構の研究委託により実施したものです。	


乱数で仮のタイミングを設定	


時間パターンを推定	


再構成された脳波と実脳波
との差の大きさを計算	


収束	


タイミング
を修正	



